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米川地域おこし協力隊だより
隊員ブログ（米川里山だより内）

http://miyagi-yonekawa.com/

Facebook（こちらの方がよく更新しています）

https://www.facebook.com/yonekawaii/

問合せ 地域おこし協力隊 鈴木まで

☎070-2011-1806 Eメール：yonekawaii88@gmail.com（月火木金は公民館にいます）

こんにちは。地域おこし協力隊員の鈴木(景)です。

先日、2011年の震災後にボランティアで通っていた気仙沼市のコミュニティで夏祭りをやると

聞いて、当時のボランティアの友人たちと一緒に行ってきました。集団移転先の集会所の横にある

空き地を使って何かできないかということで、ボランティアの学生と地域の子育て世代の方々が企

画したそうです。会場では、お母さんたち手作りのカレーやかき氷、フランクフルトに焼きそばな

どの食べ物が用意され、遊びの部分はプレーカーの遊び道具や木工作、竹馬、スイカ割り、市販の

花火など、本当に手作りのお祭りでしたが、沢山の子どもや大人で賑わっていました。被災地では

新しいコミュニティづくりが課題となっていますが、それを将来を担う若い世代が率先してやって

いくのは素晴らしいと思いました。

また、以前旧鱒淵小学校に集団で避難されていた南三陸町中瀬町の仮設住宅は今年の12月に解体

予定だと聞いています。震災から6年が過ぎ、被災地で新たな一歩が踏み出される中、私も自分自身

のことを振り返って、しっかりとやっていかなくてはと思いました。

クール文化財プロジェクト、スタート！
昨年度クール米川プロジェクトに参加してくれた奈良大学文化財学科の

学生さんたちが、米川の地域振興に貢献したいということで、文化財に関

するプロジェクトを自主的に立ち上げてくれました。

目的としては、文化財の今後の保全・活用の基礎資料作成のために現状

記録を行う、また旧鱒淵小学校を利用して地域の自然・人々の生活様式を

中心とした展示を行うというものです。8月21日(月)～25日(金)に13人

程のチームが米川に来て、華足寺・八幡神社・旧鱒淵小などで実施します。

それに先駆けて7/2(日)～3(月)に4名の大学生が事前調査を行いました。

(対象の華足寺山門は県指定、八幡神社は市の指定文化財であるため、許

可を頂いています) 一泊して、夜は鱒淵川の源氏ボタルを鑑賞して蛍の光

の美しさに感動していましたが、こんな風に米川に心を寄せてくれること

は本当にありがたいことだなあと感じた二日間でした。8月の本調査の時

は多くの皆さんにご協力をお願いしますので、よろしくお願いします！

「第２回あじさい祭り」にお邪魔しました
７月２３日(日)、今年で２年目となるあじさい祭りが鱒淵椚崎地

区で開催されました。植木職人の岩渕正勝さんが中心となり、ご

近所の皆さんと丹精込めて育てた148本ものあじさいが咲き誇る

中、道路脇の特設会場では手作りの料理やお菓子が並びました。

このお祭りを始めたきっかけは、地域の中で世代間の交流が少

なくなったことに危機感を抱いていた岩渕さんが、何か地域の皆

の心がまとまるようなことができないかと考えていたところ、圃

場整備の計画が持ち上がり、その図面の中にあった道路沿いの法

面にあじさいを植えることを思いついたのが発端だそうです。8年

前から挿し木して育てた苗を法面に植え替え、昨年になって第1回

のあじさい祭りを開催したということですから、大変な時間と手

間をかけての地域づくりです。当日は沢山の人が集い、あじさい

を眺めながらおしゃべりに花を咲かせていました。
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　 23 水 泉趣会、ｶﾗｵｹ教室
1 火 ﾚｸﾀﾞﾝｽ愛好会 24 木 あばせｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ・ｺﾞﾙﾌ、ﾖｶﾞ教室
2 水 泉趣会、ｶﾗｵｹ愛好会 25 金 東和町ﾊﾞﾚｰ協会
3 木 あばせｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ・ｺﾞﾙﾌ 26 土
4 金 東和町ﾊﾞﾚｰ協会 27 日 JP労組
5 土 ﾌﾗﾀﾞﾝｽ教室 28 月 ｼﾆｱ体力づくり愛好会
6 日 29 火 ﾚｸﾀﾞﾝｽ愛好会
7 月 ｼﾆｱ体力づくり愛好会 30 水 泉趣会　「３１日　米川地区市民運動会第３回実行委員会

8 火 ﾚｸﾀﾞﾝｽ愛好会 31 木 あばせｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ・ｺﾞﾙﾌ、和紙ちぎり絵教室
9 水 泉趣会
10 木 米川地区市民運動会第２回実行委員会 1 金 東和町ﾊﾞﾚｰ協会
11 金 山の日、東和町ﾊﾞﾚｰ協会 2 土
12 土 JP労組 3 日
13 日 4 月 ｼﾆｱ体力づくり愛好会
14 月 ふるさとｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ大会、ｼﾆｱ体力づくり愛好会 5 火 ﾚｸﾀﾞﾝｽ愛好会
15 火 6 水 泉趣会、ｶﾗｵｹ愛好会
16 水 ｶﾗｵｹ愛好会 7 木 あばせｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ・ｺﾞﾙﾌ、登米市
17 木 俳句教室 8 金 東京発條、和紙ちぎり絵教室、東和町ﾊﾞﾚｰ協会
18 金 ﾛｰｿﾝ、葡萄屋、東和町ﾊﾞﾚｰ協会 9 土
19 土 10 日 米川地区市民運動会
20 日 11 月 ｼﾆｱ体力づくり愛好会
21 月 ｼﾆｱ体力づくり愛好会 12 火 ふれあいｻﾛﾝ、ﾚｸﾀﾞﾝｽ愛好会
22 火 ﾚｸﾀﾞﾝｽ教室  ※公民館事業又は利用許可申請済の団体のみ記載
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2,344

9月10日(日)に変更になりました
当初9月24日(日)でしたが、諸般の事情により9月10
日(日)に変更となりました。ご準備をお願い致します。

製材など。その他、生活関連などのレトロな写真。
写真はお貸しいただきましたら、責任をもってご返却いたします。

連絡先　米川公民館　☎　53-4155
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米川地域振興会ではこんな写真を探しています
鱒淵小学校に展示してあるような古民具・古農具を使用し
ている写真や当時の原風景の写真です。
例えば農業では耕起・代掻き・田植・稲刈り・脱穀・籾摺りなど。
養蚕ではカイコの飼育・製糸・機織りなど。林業では伐採・運搬・

１区

８月の予定

              平成２9年6月末現在

編集後記
お盆になるとキュウリやナスに足をつけて

飾りますが、キュウリは馬、ナスは牛を現わして

います。キュウリの馬は『足の速い馬に乗って

少しでも早く先祖がこちらに来れるように』

という願いが、逆に歩みの遅いナスの牛には

『景色を眺めながらゆっくりとあちらに戻れる

ように』という願いが込められています。

米川地域振興会ホームページ
【宮城米川・里山だより】
ＵＲＬ:ｈｔｔｐ://miyagi-Yonekawa.com/


